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北原 白秋（きたはら はくしゅう）

資 料

短冊 『きりさめの こまやかにかかる 猫柳 つくづく見

れば 春くれにけり』

作 者

１８８５（明治１８）．１．２５－１９４２（昭和１７）．１１．２

熊本県南関町生まれ（福岡県柳川市育ち）。

大学在学中から詩人として注目される。「パンの会」に参

加し、耽美主義、象徴詩人として有名になる。歌人、童謡

作家として多くの作品を残す。
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